










氏名 ・(本籍) 矢 野
た隆s、し
学位の種類 工 ふて主F 博 士
学位記番号 第 7 9 6 4 号















































(3) 以上の知見を考慮して，ピーク加重Leqと名付けた独創的な評価モデルを提案している O このモデ
ルは，従来の等エネルギー原理とピーク概念というこつの異なる考え方を，簡便な方法で融合させたも
のである。その基本的な概念は，騒音の非定常性が不快感に及ぼす効果がレベル依存性であることを表
したものであるO その考え方を導入すれば，従来の研究における種々の騒音による暴露一反応の関係の
相違が，合理的に説明できることを示している。さらに，道路交通騒音，航空機騒音，列車騒音を対象
とした検証実験によって，このモデルの妥当性を確認しているO
以上のように，本論文は非定常騒音の不快感の評価をそのレベル変動性から検討し統一的な評価モ
デルを構築したものであるO これらの成果は建築工学の発展に寄与するところが大きい。よって，本論
文は博士論文として価値あるものと認めるO
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